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○大入道に携わり、半世紀以上
高等学校卒業後すぐ、初めて人形師として大入道の中

に入りました。それから50数年間、大入道に携わってい
ます。「大四日市まつり」や秋に開催される「四日市祭」
だけではなく、依頼を受けて、市外のまつりや文化祭に
行くこともあります。
大入道は、台座の中に６人（銅鑼と太鼓を鳴らす人が

ど ら

各１人、体を動かす人が１人、目と舌を動かす人が１人、
首を動かす人が２人）、人形の中で腕を動かす人が２人、
計８人で動かしています。私はこれまで全ての役を経験
してきました。
現在はその経験を生かし、次世代の人形師を育成する

ために中には入らず、山車のすぐそばから声を掛けたり
して、指導をしています。

○次世代の人形師育成のために
若い人たちが覚えやすいよう
に、大入道を操るロープを、赤
や緑の色が付いたロープに変え
ました。
また、練習をする時には、壊
れてもいいからとにかくやって
みるようにと伝えています。

○受け継いできたものを大切に守り、後世
に伝えていくこと
維持していくことがしんどいと感じることもありま
す。中のロープが切れてしまい修理が必要になることも
よくあるし、年に数回の演技の中で、若い人たちにやり
方を覚えてもらうことはやはり大変です。
だけど私自身、まつりが好きだから、こうして続けら
れています。
大入道は、中納屋町の宝であり、四日市の誇れる山車
だと思っています。受け継いできた宝を、後世に伝えて
いかなければいけないという思いで、保存会の会長をや
っています。

○やりがいを感じる瞬間
演技をしている時は、外の
様子は見えませんが、皆さん
の歓声は聞こえます。
熱気のこもる山車の中で、
汗だくになりながら重いロー
プを引っ張ることは大変です
が、たくさんの人に演技を見
てもらえることは嬉しいで
す。楽しいし、やりがいがあ
るから、みんな続けていける
のだと思います。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな
「四日市人」を取材して、その人の言葉で
四日市の魅力などを読者に伝えるコーナ
ーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介
します。
放送日時：８月11日〜９月10日

６：40・20：30
（土・日曜日は６：40を９：00に変更）

８本のロープを使い分けて
大入道を操ります

家城宏光さん
いえ き ひろ みつ

台座の上に立ち、首を伸ばせば全高９mにもなる日本一大きな
からくり人形「大入道山車」（県指定 有形民俗文化財）の人形師

お にゅう どう だ し

であり、現在は、大入道山車保存会の会長として、次世代の人形
師育成にも尽力されている家城宏光さんにお話を聞きました。

首が倒れる瞬間は、
一段と歓声が上がります
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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

平成17年２月に合併した楠地区は、市内南部に位置し、地区の東側を伊勢湾を望む砂浜の自然海岸である吉崎
海岸、北側には鈴鹿川本川と、中央部には鈴鹿川

ほん せん

派川が流れ、地区内の水路では、海沿いの地区では珍しいゲン
は せん

ジボタルを観察することができます。
このように自然に恵まれた当地区では、「みんなでつくる うるおいのまち楠」をキーワードに、住民参加によ
るまちづくりを進めています。

◆砂浜の自然海岸〜吉崎海岸〜
鈴鹿川本川の河口に位置する吉崎海岸は、アカウ
ミガメの繁殖地域の一つである砂浜の自然海岸で、
年間を通じてさまざまな動植物を観察することがで
きます。また、ボランティアによる定期的な海岸清
掃や外来種植物の除去作業も行われています。これ
まで砂浜に流れ着く多くの流木を市の処分場へ運搬
していましたが、昨年度からは、松阪市にある木質
バイオマス発電関連の組合に無償で引き取ってもら
い、バイオマス発電（※）の燃料として、活用しても
らっています。

※バイオマスとは、動植物などから生まれた再生可能な資源のことであり、木片
などを燃料として燃やすことにより水を熱して、その水蒸気でタービンを回し
て行う発電をバイオマス発電と言います

楠総合支所まちづくりグループ
（緯398－3111/胃397－5754）

問い合わせ先

吉崎海岸全景
（北から南を望む）

吉崎海岸で5〜6月ごろに咲く、
ハマヒルガオ

◆田んぼに絵を描こう！〜田んぼアート〜
平成22年に始まった田んぼアートも今年で第４回を迎え

ました。葉の色が緑、紫、黄、白の４種類のもち米の稲を使
って、田んぼ全体をキャンバスに見立てて絵を描きます。第
２回からは田んぼに描くデザインを楠小学校児童と楠中学校
生徒の皆さんから募集しており、毎回趣向を凝らした、楠地
区をアピールするデザインが多数寄せられます。また、田植
えだけにとどまらず、秋には、黄金色に実った稲を刈り取り、
収穫したお米を使って、地元で開催されるイベントで餅つき
を行っています。イベントの実施については、地元自治会や
農業者団体の支援を受けながら進めています。
※田んぼアートの見頃は、毎年６月下旬〜７月中旬ごろです。
近鉄塩浜駅〜北楠駅間の楠町小倉地内の線路西側の田んぼ
で見ることができます

今年の田んぼアート
「葉に止まるホタル」
※オレンジ色ののぼり
が目印です

昨年の田んぼアート
「翼を広げたユリカモメ」




